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南
山
大
学
史
料
室
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

河
合
陽
子　

は
じ
め
に

二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
、
南
山
大
学
史
料
室
︵
以
下
、
大
学
史
料
室
と
す
る
︶
は
、
総
務
課
の
管
轄
の
下
に
設
置
さ
れ
た
。
ス
タ
ッ

フ
は
、
大
学
史
料
室
長
︵
総
務
担
当
副
学
長
︶
一
名
、
大
学
史
料
室
担
当
教
育
職
員
一
名
、
大
学
史
料
室
担
当
事
務
職
員
一
名
か
ら
構

成
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
二
月
に
臨
時
職
員
一
名
が
配
置
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
大
学
史
料
室
運
営
委
員
会
の
委
員
構
成
は
、
各

学
部
よ
り
一
名
選
出
さ
れ
た
教
育
職
員
と
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
総
務
課
長
、
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
第
一
課
長
と
な
っ
て
い
る
。
運
営
委

員
会
は
、
年
に
二
回
行
な
わ
れ
て
お
り
、
五
月
前
後
と
一
一
月
前
後
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
教
育
職
員
・
事
務
部
署
を
対
象
に
、
大
学
史
料
室
へ
の
文
書
記
録
の
移
管
・
寄
贈
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
、
移
管
・
寄
贈
の
方
法
を
明
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
資
料
の
散
逸
防
止
を
確
認
し
、
教
育
職
員
・
事
務
部
署
か
ら
の
本
格
的

な
移
管
・
寄
贈
が
始
ま
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
三
月
に
、
大
学
史
料
室
紀
要
﹃
ア
ル
ケ
イ
ア
―
記
録
・
情
報
・
歴
史
―
﹄
を
創
刊
し
た
。
ア
ル
ケ
イ
ア
と
は
、
ア
ー
カ
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イ
ブ
ズ
の
語
源
の
ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
採
ら
れ
て
い
て
、
副
題
は
、
記
録
を
収
集
・
整
理
・
保
管
し
た
う
え
で
、
情
報
と
し
て
発
信
し
、

分
析
し
て
歴
史
を
解
明
す
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
る
。﹁
南
山
大
学
﹂
の
名
称
を
冠
し
て
い
な
い
の
は
、
本
紀
要
が
大
学
史
料
室

に
お
け
る
成
果
の
好
評
の
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
広
く
社
会
に
開
か
れ
た
存
在
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
か
ら︶

1
︵

で
あ
る
。

今
ま
で
の
活
動
と
し
て
、
南
山
大
学
司
書
課
程
・
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
課
程
委
員
会
と
の
共
催
で
、
二
〇
〇
五
年
に
一
回
、

二
〇
〇
七
年
に
二
回
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

事
業
と
し
て
は
、
南
山
学
園
史
料
室
︵
以
下
、
学
園
史
料
室
と
す
る
︶
と
の
連
携
で
編
纂
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年

に
﹃H

O
M

IN
IS D

IG
N

ITATI 
一
九
三
二-

二
〇
〇
七 

南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
誌
﹄
を
刊
行
し
た
。
ま
た
﹃
南
山
学
園
史
料
集
﹄

︵
二
〇
〇
五
年
～
︶、﹃
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ニ
ュ
ー
ス
﹄︵
二
〇
〇
八
年
～
︶
の
編
纂
は
、
南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
誌
編
纂
を
継
承

す
る
も
の
で
、
前
者
は
と
く
に
、
学
園
史
料
室
と
大
学
史
料
室
の
所
蔵
史
資
料
を
も
と
に
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
大
学
史
料
室
の
所
蔵
史
資
料
と
、
学
園
史
料
室
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
述
べ
た
い
と
思
う
。

一　

大
学
史
料
室
の
所
蔵
史
資
料

︵
一
︶
大
学
史
料
室
は
何
を
保
管
す
る
施
設
か

大
学
史
料
室
が
取
り
扱
う
史
資
料
に
つ
い
て
、﹁
南
山
大
学
史
料
室
規
程
﹂
に
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第
２
条　

前
条
第
３
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
史
料
室
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
史
資
料
を
取
り
扱
う
。

１　

南
山
大
学
文
書
保
存
規
程
に
よ
り
保
存
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
保
存
年
限
を
過
ぎ
た
も
の
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２　

南
山
大
学
文
書
保
存
規
程
に
よ
り
永
久
保
存
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
文
書
保
管
部
署
が
史
料
室
へ
の
移
管
を
適
当
と
認
め

た
も
の

３　

本
学
お
よ
び
高
等
教
育
に
関
す
る
史
資
料

４　

そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
史
資
料

　
　

１
と
２
で
い
う
南
山
大
学
文
書
保
存
規
程
に
定
め
ら
れ
て
い
る
文
書
と
は
、
南
山
大
学
の
運
営
に
関
わ
る
文
書
の
事
で
、
学
内
の
業

務
文
書
を
い
う
。

３
は
、
１
と
２
以
外
の
南
山
大
学
に
関
係
す
る
史
資
料
と
、
高
等
教
育
に
関
係
す
る
史
資
料
を
い
う
。
南
山
大
学
に
関
係
す
る
史
資

料
で
は
、
授
業
や
研
究
に
関
す
る
資
料
、
学
生
に
関
わ
る
資
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
南
山
大
学
周
辺
の
写
真
・
地
図
な

ど
の
地
域
史
資
料
も
収
蔵
し
て
お
り
、
南
山
大
学
の
背
景
を
知
る
上
で
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
高
等
教
育
に
関
す

る
史
資
料
で
は
、
主
に
、
他
大
学
の
年
史
／
ニ
ュ
ー
ス
、
文
部
省
や
大
学
基
準
協
会
な
ど
の
諸
団
体
関
係
を
収
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

他
大
学
を
知
り
、
南
山
大
学
の
個
性
を
理
解
す
る
手
助
け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
南
山
大
学
の
歴
史
を
高
等
教
育
史
の
中
で
理
解
す
る

た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
。

１
～
３
の
業
務
文
書
や
教
育
研
究
資
料
は
、
作
成
さ
れ
た
目
的
や
役
割
を
終
え
た
後
、
大
学
史
料
室
に
移
管
・
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
役
割
が
与
え
ら
れ
る
。
新
た
な
役
割
と
は
、
大
学
史
料
室
の
目
的
で
あ
る
﹁
本
学
に
関
す
る
史
資
料
の
収
集
、
整
理
、

保
管
、
公
開
な
ど
を
行
な
い
、
教
育
・
研
究
に
資
す
る
こ
と
﹂
と
い
う
役
割
、
つ
ま
り
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
役
割
を
持
つ
。

４
は
、
実
例
と
し
て
、
南
山
大
学
の
旧
教
育
職
員
が
中
心
に
活
動
し
た
研
究
会
の
東
亜
考
古
学
文
庫
や
、
南
山
大
学
︵
現
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
︶
を
設
計
し
たA

ntonin R
aym

ond

に
関
す
る
刊
行
物
、
絵
画
や
彫
刻
を
南
山
学
園
に
寄
贈
し
た
ド
イ
ツ
の
彫
刻
家Y

rsa 
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に
関
す
る
書
籍
な
ど
を
収
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
南
山
大
学
史
料
室
の
収
蔵
史
資
料
は
、
学
内
業
務
文
書
と
教
育
研
究
関
係
史
資
料
の
占
め
る
割
合
が
多
い
。

︵
二
︶
学
内
業
務
文
書
を
積
極
的
に
収
集
し
て
い
る
理
由

恒
常
的
な
業
務
と
し
て
、
大
学
運
営
に
関
す
る
業
務
文
書
が
事
務
部
署
か
ら
移
管
さ
れ
、
整
理
・
保
管
を
行
な
い
、
公
開
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
業
務
文
書
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
、
大
学
史
料
室
が
設
置
さ
れ
た
事
情
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
書
を
次
に
載
せ
る
。

　

　

南
山
大
学
文
書
規
程
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
き
た
現
用
期
間
を
過
ぎ
た
業
務
文
書
の
措
置
に
つ
い
て
、
一
昨
年
来
の
南
山
学

園
75
周
年
記
念
誌
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
学
園
全
部
署
の
文
書
所
在
確
認
調
査
の
結
果
、
統
一
的
基
準
に
拠
ら
ず
に

処
分
が
な
さ
れ
、
貴
重
な
学
園
な
ら
び
に
大
学
史
料
が
次
々
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
た
文
書
の
散
逸
を

防
ぐ
た
め
、
法
人
事
務
局
か
ら
学
園
内
各
単
位
校
等
に
対
し
て
、
文
書
保
存
と
廃
棄
文
書
の
学
園
史
料
室
へ
の
移
管
が
要
請
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
一
部
は
実
行
さ
れ
始
め
て
い
る
も
の
の
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
二
年
間
に
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
文
書
も
多
い
。

ま
た
永
久
保
存
文
書
の
紛
失
な
ど
も
記
憶
に
新
し
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
史
料
保
管
体
制
の
確
立
が
急
務
な
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る︶

2
︵

。

こ
の
よ
う
に
学
内
業
務
文
書
の
保
管
の
在
り
方
が
問
題
視
・
議
論
さ
れ
、
文
書
管
理
の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
た
結
果
、
大
学
史
料
室

が
設
置
さ
れ
、
学
内
の
業
務
文
書
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。
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︵
三
︶
教
育
研
究
関
係
の
史
資
料
を
積
極
的
に
収
集
し
て
い
る
理
由

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
書
が
あ
る
の
で
引
用
説
明
と
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
実
例
を
あ
げ
て
紹
介
す
る
。

教
育
職
員
か
ら
提
供
さ
れ
た
史
料
は
、
南
山
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
を
具
体
的
に
知
る
手
が
か
り
と
し
て
有
効
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
大
学
史
編
纂
の
成
果
が
近
現
代
日
本
の
学
術
史
再
構
成
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
今
日
、
そ
の
意
義
は
、
南

山
大
学
史
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
専
門
分
野
が
存
在
意
義
を
自
明
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
は
大
学
そ
の
も

の
の
存
在
意
義
も
再
検
証
に
さ
ら
さ
れ
る
現
状
で
、
あ
ら
た
め
て
個
々
の
足
跡
を
た
ど
り
、
い
か
な
る
歴
史
と
現
状
の
上
に
存
立

し
て
い
る
か
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
学
の
史
料
が
果
た
す
役
割
が
注
目
さ
れ
る
︶
3
︵

。

実
例
①　

京
都
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
、
そ
の
後
、
南
山
大
学
に
移
っ
た
カ
ル
ド
ン
・
ド
・
モ
ン
チ
ニ
ー
の
書
簡
や
写
真
等
の
史

資
料
に
つ
い
て
。
伊
吹
武
彦
﹁
あ
の
時
あ
の
頃
―
―
モ
ン
チ
ニ
ー
講
師
の
思
い
出
―
―︶

4
︵

﹂
に
書
か
れ
て
い
る
﹁boc

︵
二
輪
の
無
蓋

軽
馬
車
︶﹂の
写
真
に
つ
い
て
、現
在
南
山
大
学
に
保
管
し
て
あ
る
と﹃
南
山
大
学B

U
LLETIN

﹄第
二
九
号︶

5
︵

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。﹁
ド
・

モ
ン
チ
ニ
ー
先
生
の
書
簡
・
写
真
等
﹂
と
マ
ジ
ッ
ク
で
書
い
て
あ
る
段
ボ
ー
ル
一
箱
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
写
真
と
、
フ
ラ
ン
ス
・

ジ
ョ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
書
簡
が
見
つ
か
っ
た
。
モ
ン
チ
ニ
ー
氏
は
ジ
ョ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
の
名
誉
会
員
と
も
伊
吹
武
彦
﹁
あ
の
時

あ
の
頃
―
―
モ
ン
チ
ニ
ー
講
師
の
思
い
出
―
―
﹂
に
書
か
れ
て
い
た
。

実
例
②　

人
類
学
博
物
館
の
職
員
よ
り
、
名
誉
教
授
が
大
学
史
料
室
に
寄
贈
し
た
史
資
料
を
見
た
い
と
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
。
名
誉
教

授
﹁
退
職
の
際
、
大
学
史
料
室
に
寄
贈
し
た
の
で
、
大
学
史
料
室
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
の
旨
を
そ
の
職
員
に
言
い
、
閲
覧
の

承
諾
は
得
て
い
た
。
大
学
史
料
室
と
し
て
も
、
退
職
時
に
寄
贈
者
本
人
か
ら
公
開
可
と
の
申
し
出
を
受
け
て
い
た
た
め
、
閲
覧
に
供
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し
た
。
人
類
学
博
物
館
の
職
員
か
ら
は
、
大
学
史
料
室
に
あ
る
こ
と
で
、
閲
覧
ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
た
。

実
例
③　

長
い
間
勤
め
た
教
育
職
員
が
退
職
し
た
際
に
、
就
任
し
た
頃
か
ら
揃
え
て
い
た
と
い
う
﹃
学
生
便
覧
﹄﹃
大
学
案
内
﹄﹃
南
山

大
学B

U
LLETIN

﹄
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
南
山
大
学
を
知
る
際
に
ま
ず
参
照
す
る
史
資
料
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
長
い
間
勤
め
た
教
育
職
員
が
退
職
す
る
際
は
、
入
手
困
難
な
史
資
料
の
寄
贈
が
期
待
で
き
る
。

︵
四
︶
業
務
文
書
、
教
育
職
員
保
管
文
書
の
移
管
・
寄
贈
に
つ
い
て

①　

ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か

開
室
年
に
﹁
大
学
史
料
室
へ
の
文
書
記
録
移
管
に
関
す
る
説
明
会
﹂
を
教
育
職
員
・
事
務
部
署
に
向
け
て
行
な
っ
た
︵
二
〇
〇
五
年

一
二
月
五
日
︶。
そ
し
て
、﹁
南
山
大
学
に
関
係
す
る
史
資
料
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
何
部
で
も
受
入
れ
る
の
で
、
廃
棄
予
定

の
も
の
は
捨
て
ず
、
大
学
史
料
室
へ
移
管
し
て
ほ
し
い
﹂
と
の
内
容
の
説
明
を
行
な
っ
た
。
無
謀
と
も
思
わ
れ
る
こ
の
呼
び
か
け
は
、

提
供
す
る
側
の
選
別
を
避
け
る
こ
と
を
第
一
に
考
慮
し
た
た
め
で
、
受
け
入
れ
側
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
周

知
方
法
は
、
教
育
職
員
へ
は
、
各
学
部
の
教
授
会
で
、
大
学
史
料
室
運
営
委
員
会
委
員
よ
り
話
を
し
て
も
ら
っ
た
。
大
学
史
料
室
運
営

委
員
会
の
委
員
構
成
は
、
各
学
部
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
教
授
会
へ
の
周
知
が
可
能
で
あ
っ
た
。
事
務
部
署
へ
の

周
知
は
、
事
務
部
署
か
ら
職
員
一
～
二
名
に
出
席
し
て
も
ら
い
、
説
明
会
の
情
報
を
事
務
部
署
へ
持
ち
帰
っ
て
周
知
し
て
も
ら
っ
た
。

教
育
職
員
・
全
事
務
部
署
に
周
知
し
た
上
で
、
退
職
・
異
動
時
に
文
書
﹁
史
資
料
移
管
・
寄
贈
の
お
願
い
﹂
を
対
象
者
に
送
っ
た
。
そ

の
結
果
、業
務
文
書
、教
育
職
員
保
管
文
書
の
移
管
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
退
職
・
異
動
時
の
文
書
配
付
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

②　

実　

績

移
管
・
寄
贈
が
起
動
し
始
め
て
五
年
目
の
現
在
、
そ
の
件
数
実
績
を
年
度
別
に
表
す
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
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移
管
一
件
あ
た
り
の
資
料
の
量
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
、
フ
ァ
イ
ル
一
冊
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
三
六
箱
分
の
場
合
も
あ
っ
た
。
毎
年
の
傾
向
と
し
て
、
年
末
か
ら
年
度
始
め
に
件
数
が
集

中
す
る
こ
と
が
多
い
。
退
職
・
異
動
時
に
﹁
史
資
料
移
管
・
寄
贈
の
お
願
い
﹂
文
書
を
対
象
者
に

送
る
こ
と
で
、
寄
贈
数
が
増
え
る
。
教
育
職
員
・
事
務
職
員
か
ら
の
寄
贈
数
は
、
退
職
者
か
ら
の

数
を
除
く
と
、
年
一
回
定
期
的
に
寄
贈
の
あ
る
教
育
職
員
一
名
の
ほ
か
、
四
～
五
名
／
年
程
度
で

あ
る
。
事
務
部
署
か
ら
の
移
管
数
は
、
年
度
末
に
限
ら
ず
あ
る
が
、
全
事
務
部
署
か
ら
移
管
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。

③　

学
内
の
周
知
度
は
ど
の
程
度
か

大
学
史
料
室
の
存
在
さ
え
知
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
文
書
管
理
が
整
備
さ
れ
、
定
期

的
に
移
管
の
あ
る
事
務
部
署
も
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム
課
は
、
部
署
内
の
所
蔵

す
る
文
書
を
一
覧
表
に
作
成
し
た
上
で
、
積
極
的
・
定
期
的
な
移
管
が
あ
る
。
文
書
一
覧
は
、
タ

イ
ト
ル
が
﹁
財
産
保
存
基
準
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
文
書
の
性
格
、
初
期
保
存
方
法
、
最
終
保
存
方

法
、大
学
史
料
室
へ
の
移
管
実
績
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
学
内
文
書
管
理
の
全
体
を
考
え
る
と
、

極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
三
月
、
南
山
大
学
史
料
室W

eb

ペ
ー
ジ
の
公
開
を
機
に
、
大
学
史
料
室
の
存
在

を
知
る
人
は
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
学
内
に
は
、
教
育
職
員
・
事
務
職
員
で
情
報
を
共
有
す
る

W
eb

ペ
ー
ジ
︵
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
︶
が
あ
る
。
全
職
員
が
こ
のW

eb

ペ
ー
ジ
を
一
日
一
回
は

開
く
習
慣
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
南
山
大
学
史
料
室W

eb

ペ
ー
ジ
公
開
の
情
報
を
の
せ
た

＊1　「大学史料室への文書記録移管に関する説明会」後にあった。
＊2　6月30日倉庫が設置される。退職者が多数あった。
＊3　5月15日重複史資料を初めて廃棄する。12月24日現在の実績数である。

表 1　大学史料室への移管・寄贈の件数実績

年　度
教　員 事務職員 事務部署 他 合　計

人　数 件　数 人　数 件　数 部署数 件　数 人　数 件　数 人・部署数 件　数
2005 1 1 0 0 5 8＊1 0 0 6 9
2006 5 11 4 4 8 28 0 0 17 35
2007 5 7 5 5 8 23 0 0 18 35
2008＊2 14 21 0 0 14 48 1 1 29 70
2009＊3 6 10 3 5 7 32 2 2 18 49
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の
で
、
学
内
で
の
周
知
度
は
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
ひ
と
つ
の
目
標
と
し
て
い
た
大
学
史
料
室
と
し
て

は
、
完
全
周
知
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
き
な
一
歩
で
あ
る
。

︵
五
︶
史
資
料
の
評
価
・
選
別
に
つ
い
て

大
学
史
料
室
へ
の
文
書
記
録
移
管
に
関
す
る
説
明
会
か
ら
一
年
経
つ
と
、
配
架
棚
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
収
蔵
場
所
・
整
理
が
追
い

付
か
ず
、未
整
理
史
資
料
で
あ
ふ
れ
た
。﹁
南
山
大
学
に
関
係
す
る
史
資
料
な
ら
、ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
、何
部
で
も
受
入
れ
る
の
で
、

廃
棄
予
定
の
も
の
は
捨
て
ず
、
大
学
史
料
室
へ
移
管
し
て
ほ
し
い
﹂
と
宣
言
し
た
結
果
で
あ
る
。
未
整
理
史
資
料
が
あ
ふ
れ
て
か
ら
約

二
年
後
、
困
り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
大
学
史
料
室
の
倉
庫
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︵
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日
︶。
こ
れ

で
、
プ
ラ
ス
約
一
七
％
の
収
蔵
容
量
が
確
保
さ
れ
、
少
し
は
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
未
整
理
史
資
料
を
整
理
し
配
架

す
る
場
所
が
な
い
。
ど
う
し
た
も
の
か
⋮
⋮
配
架
棚
を
見
る
と
、
重
複
史
資
料
が
目
に
留
ま
っ
た
。
今
ま
で
は
重
複
史
資
料
も
保
存
し

て
い
た
が
、
収
蔵
場
所
確
保
の
た
め
、
重
複
分
を
捨
て
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
開
室
し
て
か
ら
四
年
後
、
初
め
て
史
資
料
を
捨
て
た

︵
二
〇
〇
九
年
五
月
一
五
日
︶。
捨
て
た
と
言
っ
て
も
、
重
複
史
資
料
な
の
で
、
受
け
入
れ
た
史
資
料
の
情
報
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

廃
棄
す
る
重
複
史
資
料
は
、
中
身
を
確
認
し
、
書
き
込
み
等
が
な
け
れ
ば
廃
棄
す
る
。
書
き
込
み
が
あ
る
も
の
は
、
一
史
資
料
と
し
て

保
管
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
重
複
史
資
料
は
﹁
大
学
史
料
室
の
資
料
価
値
判
定
基
準
︵
史
資
料
収
集
保
管
基
準
︶︵
案
︶﹂
に
定
義
さ

れ
て
い
て
、
現
在
、
大
学
史
料
室
運
営
委
員
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。
廃
棄
し
た
史
資
料
は
、
廃
棄
記
録
を
エ
ク
セ
ル
で
作
成
し
、
紙

媒
体
で
フ
ァ
イ
ル
し
て
い
る
。

収
蔵
史
資
料
に
は
、
利
用
頻
度
の
高
い
も
の
、
低
い
も
の
、
ま
た
は
現
時
点
で
利
用
の
な
い
史
資
料
も
あ
る
が
、
将
来
利
用
さ
れ
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
収
蔵
場
所
の
確
保
の
問
題
は
現
実
に
あ
る
が
、
移
管
・
寄
贈
が
全
事
務
部
署
・
全
教
育
職
員
か
ら
で
な
く
少
数
で
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あ
る
こ
と
、
学
外
か
ら
の
寄
贈
も
少
な
い
こ
と
、
現
時
点
で
重
複
を
廃
棄
す
れ
ば
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
現
在
よ
り
広

い
場
所
へ
の
移
転
の
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
も
と
に
、
重
複
か
否
か
を
選
別
し
廃
棄
す
る
方
法
と
し
て
い
る
。

収
蔵
史
資
料
に
関
す
る
大
学
史
料
室
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①　
＂
南
山
大
学
の
運
営
に
関
す
る
業
務
文
書
＂
と
＂
教
育
研
究
関
係
の
史
資
料
＂
が
所
蔵
史
資
料
の
多
く
を
占
め
、
ま
た
そ
れ
ら
を

積
極
的
に
収
集
し
て
い
る
。

②　

教
育
職
員
が
個
人
で
管
理
し
て
い
た
業
務
文
書
︵
教
育
・
研
究
を
含
む
︶
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
実
例
と
し
て
効
果
が

あ
っ
た
。

③　

現
時
点
で
は
、
重
複
史
資
料
か
否
か
で
評
価
・
選
別
を
行
な
っ
て
い
る
。

︵
六
︶
業
務
文
書
、
教
育
職
員
保
管
文
書
の
移
管
・
寄
贈
を
行
な
っ
た
結
果

史
資
料
面
で
の
結
果
は
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①　
﹁
会
議
記
録
﹂
な
ど
の
継
続
性
の
あ
る
史
資
料
を
あ
ら
ゆ
る
所
か
ら
集
め
て
、
ひ
と
つ
に
揃
え
て
き
た
。

　
　

実
例
と
し
て
。﹁
委
員
会
記
録
﹂
を
作
成
所
管
部
署
で
保
存
す
る
た
め
、
大
学
史
料
室
へ
の
移
管
は
見
込
め
な
か
っ
た
。
だ
が
、

教
育
職
員
・
事
務
職
員
に
﹁
廃
棄
予
定
の
も
の
は
移
管
・
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
移
管
・
寄
贈
を
促
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

委
員
会
の
委
員
か
ら
移
管
が
あ
っ
た
。

②　
﹁
南
山
大
学
に
関
す
る
史
資
料
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
受
け
入
れ
る
﹂
と
呼
び
か
け
、
移
管
・
寄
贈
の
割
合
を
上
げ
た
。

　
　

受
け
入
れ
側
も
覚
悟
の
う
え
、
こ
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
し
、
重
複
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
も
い
っ
た
ん
受
入
れ
た
。
そ
の
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上
で
、
重
複
か
否
か
を
調
べ
て
い
る
。
手
間
が
か
か
る
が
、
提
供
す
る
側
の
選
別
を
避
け
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。
こ
の
狙
い
通

り
、
移
管
・
寄
贈
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
感
じ
て
い
る
事
務
部
署
・
教
育
職
員
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
の
反
面
、﹁
大
学
史
料

室
に
送
る
と
い
う
こ
と
は
、＂
大
学
と
し
て
残
し
た
方
が
良
い
重
要
な
︵
も
し
く
は
貴
重
な
︶
資
料
＂
と
い
う
印
象
が
多
少
あ
り
、

南
山
大
学
に
関
係
す
る
資
料
は
何
で
も
大
学
史
料
室
に
送
る
と
い
う
認
識
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
移
管

ハ
ー
ド
ル
の
認
識
に
温
度
差
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
人
事
異
動
対
象
者
に
、
そ
の
都
度
、
大
学
史
料
室
へ
の
資
料
提
供
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
文
書
が
配
付
さ
れ
る
の
は
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と
の
声
も
あ
っ
た
。

③　

二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日
に
倉
庫
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
、
史
資
料
で
あ
ふ
れ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。

利
用
面
で
の
結
果
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

収
蔵
史
資
料
の
利
用
実
績
／
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
利
用
は
年
々
増
え
て
い
る
と
い
う
感
触
が
あ
る
。
実
際
に
は
ど
れ
く
ら
い
増
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
今
ま
で
の
問
合
せ
回
数
を
年
度
別
に
表
２
に
表
し
た
。

④　

研
究
上
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
業
務
上
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。

　
　

全
体
的
に
利
用
回
数
は
増
え
て
い
る
が
、
特
に
事
務
部
署
に
よ
る
︵
業
務
上
の
︶
利
用
が
顕
著
で
あ
る
。
最
近
の
問
合
せ
で
は
、

定
員
数
、
式
典
の
開
始
年
月
、
上
南
戦
五
〇
周
年
記
念
事
業
の
特
集
号
作
成
の
た
め
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
。﹁
も
し
も
わ
か
れ
ば

⋮
⋮
﹂
と
い
っ
て
来
室
す
る
職
員
や
電
話
で
の
問
合
せ
が
増
え
、
大
学
史
料
室
で
調
べ
れ
ば
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
人
が

現
れ
て
き
て
い
る
。

⑤　

個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
抵
触
す
る
よ
う
な
実
例
は
な
い
。
し
か
し
﹁
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
﹂
と
﹁
南
山
大
学
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個
人
情
報
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
に
則
し
、
写
真
な
ど
の
利
用
で
控
え
て
も
ら
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
事
例
は
何
度
か
あ
っ
た
。︵﹁
南
山
大
学
個
人
情
報
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
は
南
山

大
学
の
公
式W

eb

ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。︶

︵
七
︶
結
果
か
ら
み
た
疑
問

移
管
・
寄
贈
の
開
始
後
は
そ
の
数
が
増
え
た
が
、
最
近
ひ
と
段
落
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

①　

大
学
案
内
や
広
報
誌
、
学
生
便
覧
な
ど
の
ま
ず
参
照
す
る
史
資
料
が
、
ほ
ぼ
そ
ろ
っ
て
き
た
。

②　

学
園
史
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
た
大
学
設
立
当
初
の
大
学
関
係
史
資
料
を
、
二
〇
〇
九
年
の

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
大
学
史
料
室
に
移
管
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
学
設
立
当
初
の
こ
と
は
学
園

史
料
室
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
い
う
事
態
が
減
っ
た
。
現
在
は
、
大
学
史
料
室
で
分
か
ら
な
け

れ
ば
、
大
学
は
も
と
よ
り
学
園
内
で
わ
か
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

③　

事
務
部
署
の
保
存
資
料
も
整
理
さ
れ
た
か
？

　
　

整
理
の
仕
方
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
移
管
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
で

き
た
。
特
に
変
わ
り
は
な
い
。
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

＊1　2010.1.7現在

表 2　大学史料室への問合せ回数

年　度 利用回数
内　　　訳

教育職員 学　生
院　生 事務部署 他大学 同窓会

卒業生 ほ　か

2005 7 2 3 0 0 2 0
2006 13 3 6 2 1 0 1
2007 14 6 1 5 1 0 1
2008 34 6 7 10 4 5 2
2009＊1 27 5 3 10 2 0 7
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二　

学
園
史
料
室
と
大
学
史
料
室

多
く
の
私
立
大
学
で
は
、
創
設
者
︵
団
体
︶
等
の
顕
彰
や
建
学
の
理
念
を
歴
史
的
に
確
認
す
る
た
め
、
史
料
室
を
設
置
し
て
い
る︶

6
︵

。

南
山
学
園
で
は
、
そ
の
よ
う
な
機
能
は
、
主
に
学
園
史
料
室
が
担
っ
て
き
た
。
南
山
学
園
に
は
、
学
園
史
料
室
と
大
学
史
料
室
の
二
つ

の
史
料
室
が
存
在
す
る
。
学
園
史
料
室
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る︶

7
︵

。

︵
一
︶
学
園
史
料
室
の
設
立

南
山
学
園
創
立
六
〇
周
年
記
念
誌
﹃
南
山
学
園
と
六
十
年
の
歩
み
を
と
も
に
し
て
﹄︵
一
九
九
二
年
︶
の
編
纂
を
機
に
、
南
山
中
学

高
校
友
の
会
に
よ
っ
て
、
史
資
料
の
収
集
が
な
さ
れ
た
。
収
集
作
業
が
進
む
に
連
れ
て
、
学
園
の
歴
史
資
料
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、

一
九
九
三
年
、
南
山
国
際
高
等
学
校
・
中
学
校
が
豊
田
へ
移
転
し
た
そ
の
跡
の
一
角
に
学
園
史
料
室
・
友
の
会
分
室
と
し
て
、
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
た
。
そ
し
て
、
七
月
九
日
に
南
山
中
学
高
校
友
の
会
会
長
と
南
山
学
園
理
事
が
会
談
し
、
学
園
史
料
室
の
設
置
が
正
式
に

決
定
さ
れ
た
。
八
月
二
四
日
付
け
で
南
山
学
園
史
料
室
規
程
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
、
南
山
大
学
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
誌
編
纂
の
た
め
に
、
学
園
史
料
室
所
蔵
の
史
資
料
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
と

の
事
で
、
史
料
展
示
室
の
開
設
の
提
案
が
、
理
事
長
か
ら
南
山
中
学
高
校
友
の
会
会
長
に
文
書
で
当
て
ら
れ
た
︵
一
九
九
六
年
一
一
月

二
五
日
付
︶。
学
園
名
誉
職
員
と
南
山
中
学
高
校
友
の
会
と
に
よ
っ
て
、
史
資
料
の
整
理
、
分
類
が
な
さ
れ
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
に

学
園
史
料
展
示
室
︵
二
室
︶
を
開
設
し
た
。
利
用
は
、
自
校
史
教
育
の
た
め
南
山
中
学
高
校
生
の
利
用
者
、
卒
業
生
な
ど
の
利
用
者
も

い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
八
月
の
耐
震
工
事
を
機
に
、
学
園
史
料
展
示
室
は
据
え
置
か
れ
た
。
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︵
二
︶
学
園
史
料
室
の
所
蔵
史
資
料

学
園
の
初
期
か
ら
一
九
七
五
年
頃
ま
で
は
、二
人
の
職
員
の
有
志
的
働
き
に
よ
り
、史
資
料
の
収
集
と
整
理
、ま
た
大
量
の
メ
モ
︵
通

称
、松
風
メ
モ
︶
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
学
園
史
資
料
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、神
言
修
道
会
と
の
や
り
取
り
文
書
、﹃
南

山
高
等
・
中
学
校
四
十
年
史
﹄
編
纂
後
に
移
管
さ
れ
た
史
資
料
、
旧
名
古
屋
聖
霊
学
園
関
係
、
私
立
大
学
連
盟
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
ま
た
南
山
大
学
の
初
期
の
史
資
料
も
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
史
資
料
は
二
〇
〇
九
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
学
園
史
料
室
か
ら
大

学
史
料
室
に
移
管
し
た
。
こ
の
き
っ
か
け
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
大
学
史
料
室
の
開
設
後
、
そ
の
存
在
を
多
少
で
は
あ
る
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
年
々
、
問
合
せ
の
件
数
が
多
く
な
っ
た
。
南
山
大
学
関
係
の
史
資
料
が
、
学
園
史
料
室
と
大
学
史
料
室
に
収
蔵
さ
れ
て

い
た
た
め
、
双
方
で
所
在
の
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
大
学
関
係
史
資
料
の
問
合
せ
を
す
る
利
用
者
は
、
大
学
史
料
室
に
あ
る
と

察
し
大
学
史
料
室
へ
問
合
せ
る
。
両
史
料
室
で
確
認
後
、
利
用
者
に
回
答
す
る
が
、
時
と
し
て
両
史
料
室
に
そ
の
史
資
料
が
存
在
す
る

場
合
が
あ
る
。
史
資
料
の
持
ち
出
し
は
、
紛
失
回
避
の
た
め
行
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
利
用
者
は
両
史
料
室
を
行
き
来
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
ケ
ー
ス
が
何
度
か
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
利
用
者
・
職
員
に
と
っ
て
も
非
効
率
で
あ
る
と
の
事
で
、
大
学
関
係
の
史
資
料
は
、
大

学
史
料
室
に
集
め
ら
れ
た
。
こ
れ
で
、
大
学
関
係
の
史
資
料
は
大
学
史
料
室
で
、
大
学
以
外
の
南
山
学
園
に
関
す
る
史
資
料
は
学
園
史

料
室
で
収
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

︵
三
︶
学
園
史
料
室
と
大
学
史
料
室
の
連
携

二
〇
〇
七
年
南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
と
し
て
、
学
園
全
体
で
様
々
な
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
を
企
画
し
準
備
を
進
め
て
い
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
75
周
年
記
念
誌
の
編
纂
事
業
が
あ
っ
た
。
編
集
方
針
﹁
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
学
園
の
将
来
を
展
望
す
る
﹂
を
掲
げ
、
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
75
周
年
記
念
誌
を
刊
行
す
る
前
の
二
〇
〇
五
年
に
﹃
南
山
学
園
史
料
集
﹄
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
シ
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リ
ー
ズ
の
狙
い
は
、
75
周
年
記
念
誌
編
纂
お
よ
び
学
園
の
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
、
史
料
の
調
査
・
収
集
・
整
理
を
行
な
い
、
史
料
の

散
逸
を
防
ぎ
、
現
時
点
で
わ
か
る
こ
と
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
、
共
有
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る︶

8
︵

。
こ
れ
が
学
園
史
料
室
と
大
学

史
料
室
の
初
め
て
の
連
携
事
業
で
あ
っ
た
。
編
集
作
業
は
大
学
史
料
室
が
行
な
い
、
刊
行
に
と
も
な
う
事
務
業
務
は
、
主
に
学
園
史
料

室
が
行
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
三
月
﹃
学
園
史
料
集
５
﹄
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

﹃H
O

M
IN

IS D
IG

N
ITATI 

一
九
三
二-

二
〇
〇
七 

南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
誌
﹄︵
二
〇
〇
七
年
︶
の
編
集
作
業
は
、
両
史
料
室

を
軸
に
行
な
わ
れ
、こ
れ
ま
で
で
最
大
規
模
な
編
纂
事
業
と
な
っ
た
。
編
集
方
針
﹁
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
学
園
の
将
来
を
展
望
す
る
﹂

を
共
有
し
続
け
る
た
め
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
学
園
史
料
室
の
編
集
・
発
行
に
よ
る
広
報
誌
﹃75 th A

nniversary N
anzan A

rchives 

N
ew

s

﹄
を
創
刊
し
た
。
75
周
年
記
念
誌
の
編
纂
事
業
の
終
了
と
と
も
に
、
二
〇
〇
八
年
三
月
の
第
九
号
を
も
っ
て
終
刊
し
た
。

そ
の
後
、﹁
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
﹂
の
継
続
的
発
展
を
維
持
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、
南
山
学
園
史
料
委
員
会
が
新
設

さ
れ
て
、︵
南
山
学
園
の
︶
各
学
校
が
一
つ
の
組
織
と
し
て
史
料
収
集
・
保
存
・
整
理
・
公
開
す
る
体
制
を
整
え
ら
れ
た
。
そ
の
連
携

を
可
視
化
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
日
に
﹃
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ニ
ュ
ー
ス
﹄
を
発
刊
し
、
編
集
は
大
学
史
料
室
が
発
行

は
学
園
史
料
室
が
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
五
日
に
第
二
号
を
発
行
し
た
。

三　

今
後
の
課
題

︵
一
︶
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

大
学
史
料
室
の
設
立
当
初
は
、
南
山
学
園
全
体
の
史
資
料
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
い
た
が
、

当
て
は
ま
ら
な
い
項
目
が
あ
る
、
デ
ー
タ
が
大
き
す
ぎ
て
動
き
が
悪
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
た
。
二
〇
〇
九
年
、
学
園
史
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料
委
員
会
で
、
南
山
学
園
の
各
学
校
に
見
合
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
現
在
は
大
学
史
料
室
に
見
合
っ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
で
き
る
ま
で
の
繋
ぎ
と
し
て
、
寄
贈
者
・
移
管
事
務
部
署
ご
と
に
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
で
入
力
し
た
上
で
、
紙
媒
体

の
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ル
は
﹁
寄
贈
日
・
移
管
日
ご
と
﹂
と
、﹁
寄
贈
者
・
移
管
事
務
部
署
ご
と
﹂
の
二
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
三
月
に
南
山
大
学
史
料
室W

eb

ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
の
で
、
今
後
、
外
部
か
ら
の
問
合
せ
が
多
く
な
る
と
予

想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
史
資
料
の
検
索
に
必
要
不
可
欠
な
検
索
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。︵

二
︶
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

大
学
史
料
室
の
目
的
と
し
て
、
史
資
料
の
収
集
・
保
管
・
公
開
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、﹁
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
﹂
と
﹁
南

山
大
学
個
人
情
報
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
に
則
し
、
閲
覧
・
利
用
に
際
し
て
は
、
特
に
注
意
を
払
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、

学
内
手
続
き
に
則
っ
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
要
請
が
出
て
く
る
か
、
未
知
数
で
あ
る
。

︵
三
︶
利
用
規
程
に
つ
い
て

二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
五
日
の
大
学
史
料
室
運
営
委
員
会
で
、
史
資
料
の
公
開
基
準
を
設
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
南
山
大
学
史

料
室W

eb

ペ
ー
ジ
作
成
を
進
め
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
公
開
基
準
は
現
在
、
作
業
中
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

大
学
史
料
室
の
設
立
当
初
の
所
蔵
史
資
料
は
と
て
も
貧
し
く
、
大
学
案
内
、
学
生
便
覧
、
大
学
広
報
誌
な
ど
の
、
南
山
大
学
を
知
る

際
に
ま
ず
参
照
さ
れ
る
よ
う
な
史
資
料
で
さ
え
、
十
分
に
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
。
学
内
者
へ
の
移
管
・
寄
贈
の
呼
び
か
け
か
ら
約
三
年

で
、
そ
の
よ
う
な
史
資
料
が
ほ
ぼ
揃
っ
た
。
今
後
は
、
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
史
資
料
の
散
逸
を
防
ぎ
、
収
集
、
整
理
し
て

い
く
こ
と
を
、
再
度
学
内
で
共
有
し
、
そ
の
意
識
を
継
続
す
る
よ
う
努
め
、
所
蔵
史
資
料
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ

に
は
学
園
史
料
室
と
の
連
携
を
大
切
に
、
よ
り
一
層
強
め
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

註

︵
1
︶　

南
山
大
学
史
料
室
運
営
委
員
会
編﹁
創
刊
に
寄
せ
て
﹂﹃
ア
ル
ケ
イ
ア
﹄

第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
南
山
大
学
史
料
室

︵
2
︶　

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
三
日
付 

大
学
史
料
室
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
か
ら
副
学
長
宛
﹁
南
山
大
学
大
学
史
料
室
の
業
務
・
室
員
・
運

営
等
に
つ
い
て
の
答
申
﹂、
大
学
史
料
室
所
蔵

︵
3
︶　

南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
﹃H

O
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IN
IS 

D
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ITATI

一
九
三
二-

二
〇
〇
七
南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
誌
﹄

二
〇
〇
七
年
、
学
校
法
人
南
山
学
園
、
五
九
〇
頁

︵
4
︶　

京
都
大
学
文
学
部
編
﹃
以
文
会
友
―
京
都
大
学
文
学
部
今
昔
﹄

二
〇
〇
五
年
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
。
初
出
は
一
九
八
六
年
。
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The presence of Nanzan University Archives

KAWAI Yoko
Abstract

　The Nanzan University Archives was set up on April 1, 2005.  The new system of 

transferring and donating written record from each department or individual to the 

Archives was announced at the briefing for the educational and clerical faculty of 

Nanzan University, held in December, 2005, and practically started.     

　The annual publication of Nanzan University Archives is Archeia:documents, 

information and history, which was first published in March, 2007.  

　The Nanzan University Archives also cooperates with Nanzan School Corporation 

Archives on compiling historical documents and has published Hominis Dignitati, 

1932-2007:A Seventy-Five Year History of Nanzan School Corporation (2007), 

Nanzan School Corporation Archives Collection(2005~) and Nanzan Archives News 

(2008~).

　The lecture meetings and the symposiums were held once in 2005, twice in 2007, 

cooperating with the Nanzan University committee of program for librarian and 

school librarian teacher.

　This paper refers to the feature of the Nanzan University Archives and its archival 

collection, and the cooperation with the Nanzan School Corporation Archives.




